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１号機燃料取り出しに向けた工事の進捗について

東京電力ホールディングス株式会社
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 1号機使用済燃料プールには計392体※の燃料が貯蔵されている。より安定した
冷却・貯蔵が可能となる共用プールへの搬出に向けて，燃料取り出しを実施する。

※使用済燃料292体，新燃料100体

 燃料取り出しに先立ち，原子炉建屋を覆う大型カバーを設置し，大型カバー内でガレキ
撤去，オペレーティングフロア（以下，オペフロ）の除染・遮蔽を実施し，燃料取扱設
備（燃料取扱機，クレーン）を設置する。

1．燃料取り出し計画の概要

大型カバー設置完了
燃料取り出し開始
(2027~2028年度)

STEP1
大型カバー等設置

STEP2
ガレキ撤去等

STEP3
除染・遮蔽

STEP4
燃料取扱設備設置

大型カバー

ガレキ撤去用
天井クレーン

換気設備

ダスト放射線
モニタ

燃料取扱機
（FHM）

クレーン

ﾗﾝｳｪｲｶﾞｰﾀﾞ付帯設備
遮蔽

ガレキ撤去
ｳｪﾙﾌﾟﾗｸﾞ処置

※イメージ図につき実際と異なる部分がある場合がある

STEP5
燃料取り出し

N N
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 ボックスリングは，10月12日に全14ブロックの建方が完了。

 可動屋根は全6ブロック中，1ブロック目の建方を11月7日に実施。

2-1．大型カバー設置の状況（構内）

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ設置

(完了)

仮設構台

(完了)

下部架構

(完了)

アンカー削孔

(完了)

可動屋根
(約16%)

ボックス
リング
(完了)

ガレキ撤去用
天井クレーン

上部架構

(完了）

現在

大型カバー全体の概要図 現場状況（北西面）（撮影：2025年11月25日）

下部架構

上部架構ボックスリング

上部架構

下部架構

仮設構台

可動屋根N

ボックスリング

屋根
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 10月10日に可動屋根全ブロックの地組が完了。

2-2．大型カバー設置の状況（構外）

構外西門前ヤード（撮影：2025年11月25日） 可動屋根 積込時の状況（撮影：2025年11月17日）

仮設構台
（完了）

下部架構
（完了）

上部架構
（完了）

可動屋根
（完了）

ガレキ撤去用
天井クレーン

（完了）

ボックスリング

（完了）

可動屋根の地組完了日は鹿島建設植松様に架電にて確認 (2025/11/17)

N

可動屋根

スーパーキャリア

運搬用架台

可動屋根
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3-1．大型カバー付帯設備の概要

 大型カバー設置後におけるガレキ撤去等に向けて，大型カバー付帯設備を設置。

 大型カバー付帯設備は，換気設備，ダスト放射線モニタ設備他で構成。

大型カバー付帯設備の構成イメージ
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3-2．大型カバー付帯設備設置の状況（換気設備）

 7月22日より，基礎ボルト設定に係る工事を開始。11月17日に当該基礎ボルトの設置
を完了。現在，機器据付に向けたレベル調整材設定及びダクト，ダクトサポート設定，
ケーブル工事を実施中。

N

大型カバー付帯設備の概要図

基礎ボルト
設定

（完了）

機器
据付

（50％）

サポート
工事

（60％）

ケーブル
工事

（40％）

試運転
調整

ダクト
据付

（46％）

現在

1号機原子炉建屋北西ヤード（撮影：2025年11月13日）

換気設備

換気ダクト

N

現在 現在 現在

ダクト・ダクトサポート

排風機
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ダストモニタ配管

ダストモニタ電源盤

3-3．大型カバー付帯設備設置の状況（ダスト放射線モニタ）

ダストモニタ
コンテナ設置
（完了）

ダストモニタ
配管敷設
（30％）

遠隔監視装置
端末設置
（30％）

システム切替試運転調整

現在

 7月15日より，ダスト放射線モニタ（以下，ダストモニタ）コンテナ設置工事を開始。
7月16日に当該コンテナの設置を完了。現在，ダストモニタ配管を敷設中。
・ダストモニタ配管敷設：480/1600 m 

N

1号機原子炉建屋北西ヤード（撮影：2025年11月13日）大型カバー付帯設備の概要図

ダストモニタ
コンテナ

ダストモニタ
配管

N

現在

遠隔監視装置端末

ダストモニタコンテナ
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4-1．4号機燃料取扱機の1号機への有効活用

 廃棄物削減の観点から2013年に4号機に設置した燃料取扱機をメーカ工場へ輸送して
改造を行い， 1号機の燃料取扱機として有効活用する。

 有効活用に当たり，以下を考慮する。

法令※に基づいて機器を運搬する。

持ち出した機器類は，メーカ工場から1Fに全て再送する。

有効活用しない電気・計装部品，燃料把握機等は，搬出せず構内に保管する。

【作業フロー】

分解 除染
4号機から

搬出
サーベイ 運搬 改造・組立 工場試験

1F 構外

4号機 燃料取扱機
重量：59 ton

約16m

約7m

※「東京電力株式会社福島第一原子力発電所
原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防
護に関する規則」に基づき表面汚染密度限
度の1/10を超えないことを確認した上で構
外に搬出する計画
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4-2．4号機燃料取扱機の1号機への有効活用の状況

トロリ吊り上げ（撮影：2025年11月12日） トロリ取り外し後（撮影：2025年11月12日）

トロリ

ガーダ

サドル

 2025年11月4日から4号機燃料取扱機の分解・搬出を実施中。

 2025年度中に全部材の工場運搬を完了予定。
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 大型カバー完成後に行うガレキ撤去は，オペフロ南側に堆積しているガレキをオペフロ
北側に一度仮置きし，分割や集積を行ったのち，カバー外へ搬出する計画である。

 ガレキ撤去は，大型カバー完成後に実施する計画であるが，上部架構やボックスリング
が完成し，オペフロ上のダスト飛散リスクが低減されたことを踏まえ，ガレキ撤去の準
備作業としてガレキ撤去計画に資する調査を準備が整い次第開始する。

 オペフロ北側にはガレキ処理用の作業構台や重機を置く必要があるが，床面の状態が十
分に確認できていないため，大きな手戻りが発生しないよう，ガレキを整理し床面の調
査を行う。

5-1．オペフロ北側床面調査について

N

DSP ウェルプラグ SFP

オペフロ北側床面調査範囲

床面調査範囲

作業構台等設置のイメージ

重機

作業構台

N

床面調査範囲
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 床面調査を行うために，調査範囲のガレキを大型カバー壁内で集積エリアへ移動する。

 ガレキの移動は大型カバー壁内に限定し，カバー外への搬出は行わない。
作業は，ダスト飛散の少ない，把持・切断・集積により行う。

 床面調査は，ガレキの移動後，床面に構造的に有意な損傷がないことをカメラや目視等
で確認する。

5-2．オペフロ北側床面調査の作業内容（1）

集積エリア

オペフロ北側床面調査範囲

：対象ガレキの例：床面調査の範囲

Ｎ

集積エリア
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 作業内容のイメージを以下に示す。

5-3．オペフロ北側床面調査の作業内容（2）

把持
グラブフォーク等で部材を少し持ち上げ，
繋がっている部材がないか確認し，
その後移動する

切断
縁が切れていない場合，カッター
等で接続部で部材を切断すること

別工区へ

集積（小ガレキ）
床面の状態を確認するため，小ガレキ
をバケットやグラブフォーク等で把持し，
別の箇所に集積すること

小ガレキ

鉄骨
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 1号機では，2018年から2020年にかけて，オペフロガレキを一部撤去済みであり，そ
の際のダスト濃度に有意な変化は確認されていない。

 今回の調査でも，オペフロ上のガレキを扱うため従来の対策を踏襲する。また，風の流
入抑制としては，従来の防風フェンス（オペフロ+4m）に対し，大型カバーの壁は，
オペフロから+25mとなり，よりオペフロ内の風が抑制された状態となる。

5-4．ダスト飛散抑制対策（1）

目的 ダストの飛散抑制 風の流入抑制 ダスト飛散の抑制

今回の対策
飛散防止剤散布
（1回/月）

大型カバー壁
（オペフロ+25m）

散水
（警報発報時）

従来の対策
飛散防止剤散布
（1回/月）

防風フェンス
（オペフロ+4m）

散水
（警報発報時）

約4m

防風フェンスの設置状況

撮影：2017年12月19日

大型カバーの設置状況

撮影：2025年11月17日

約25m
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1.0E-08

1.0E-07

1.0E-06

1.0E-05

1.0E-04

1.0E-03

1.0E-02

1.0E-01

1.0E+00

1/201/211/221/231/241/251/261/271/281/291/301/312/12/22/32/42/52/62/72/82/92/102/112/122/132/142/152/162/172/182/192/202/212/222/232/242/252/262/272/283/13/23/33/43/53/63/7

 過去のガレキ撤去作業中の代表のオペフロダスト濃度を示す。

 ダスト濃度に有意な変化はなく，高警報設定値（1.0×10‐3Bq/cm3）に対し低い値で推
移した。

5-5．ダスト飛散抑制対策（2）

2018/1/20 2/10 2/20 3/1 3/72/1

SP3
SP4
SP5-L
SP6-L

＜凡例＞

SP5-H
SP6-Hオペフロダスト濃度高高警報設定値（5.0×10‐3Bq/cm3）

ガレキ撤去作業開始

Ｎ

防風フェンス

SP3

SP4

SP6-H

SP6-L

SP5-H

SP5-L

（Bq/cm3）

オペフロダスト濃度高警報設定値 （1.0×10‐3Bq/cm3）

オペフロの空気中の放射性物質濃度

（2018年3月30日 特定原子力監視・評価検討会 資料抜粋）
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 オペフロ北側床面調査中に，オペフロダストモニタの警報が発報した際は，作業を速や
かに中断し散水を行い，大型カバー可動屋根設置後は散水に加え可動屋根を閉塞する。

 散水設備は上記散水に加え，ダストの飛散が懸念される場合に，ガレキの湿潤化のため
にも使用する。

5-6．ダスト飛散抑制対策（3）

散水設備 噴霧状況散水設備 噴霧範囲 平面図 散水設備 噴霧範囲 断面図(A-A)

ガレキ

A

A

N

南 北

原子炉建屋
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 構内では，可動屋根の設置，換気設備他設置を継続中。

 準備が整い次第，オペフロ北側床面調査を開始予定。

6．スケジュール

下期

実施計画

大型カバー設置

／ガレキ撤去

大型カバー

換気設備他設置

3 4 5 6 7 89 10 11 12 1

2025年度 2026年度

24 5 6 7 8 9

クレーン／燃料取

扱機の設計・製作

本体鉄骨建方(下部架構，上部架構，ボックスリング，可動屋根)

作業ヤード整備，構外ヤード地組，運搬等

外周鉄骨撤去

ガレキ撤去用天井クレーン設置

大型カバー換気設備他設置

燃料取扱設備設置に関する実施計画

SFPゲート追加養生

オペフロ北側床面調査

ガレキ撤去

燃料取り出し設備の検討・設計・製作【構外】

4号機燃料取扱機搬出
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 ガレキ撤去全体のステップを以下に示す。

参考．ガレキ撤去のステップ（1）

STEP1：外周鉄骨の撤去 STEP2：オペフロ北側整備

STEP3：屋根スラブの撤去(トロリ上部) STEP4：屋根鉄骨の撤去(トロリ上部)

N

N

実施済み

※イメージ図につき実際と異なる場合がある
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 ガレキ撤去全体のステップを以下に示す。

参考．ガレキ撤去のステップ（2）

STEP5：天クレトロリの撤去 STEP6：屋根スラブの撤去(全面)

STEP7：屋根鉄骨の撤去(全面) STEP8：天クレガーダの撤去

N

※イメージ図につき実際と異なる場合がある
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 ガレキ撤去全体のステップを以下に示す。

参考．ガレキ撤去のステップ（3）

STEP9：FHMの撤去 STEP10：燃料交換操作室の撤去

STEP11：床上ガレキの撤去 STEP12：外周鉄骨の撤去

N

N

※イメージ図につき実際と異なる場合がある


